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靴用甲材料としてのクロム際革に関する研究 (5)

クロム甲革の伸長性に及ぼす稼製条件と成形性に

及ぼす繰製及びヒ{トセット条件の影響

坪倉浩一*・伊藤和彦**・久保善信*・久保知義***

(昭和51年8月10日受理)

STUDIES ON CHROME T ANNED LEATHER FOR SHOE 

UPPER MATERIALS (5) 

Influences of Tanning Conditions on the Properties of Tensi1ity and 

those of Tanning and Heat Setting Conditions on the Shape Retention 

Hirokazu TSUBOKURA穴KazuhikoITOH串*， Yoshinobu KUBO* and Tomoyoshi KUBO申*市

Abstract 

The experiment was carried out on the properties of tensility of chrome upper leathers tanned in different 

conditions and also on the two main factors which exerted influence on the shape retention of chrome upper 

leathers. One factor was tanning conditions， i.e. the amount of added chrome tanning agent， vegetable-retanning 

agent and fatliquoring agent， and the other was heat setting conditions， i.e. mulling， temperature and period 

of setting. 

The properties of tensility of the samples were measured by the load at 15% tension and the elongation at 

7kg. load by means of the tensile tester， and also by the load at 4.8 mm. height and the load and the height 

at grain crack by means of ball burst tester both in a normal condition and after mulling. 

The shape retention of the samples was measured by means of the dome plasticity apparatus. The influen冊

。nthe shape retention of each factor was found by using the orthogonal array (L 32 type). 
The results obtained were as fol1ows. 

1. The properties of tensility of sarnples were influen偲dby the amounts of added chrome tanning agent， 

vegetable-retanning agent and fatliquoring agent. The increase of Cr203 contents decreased the load of exten-

sion and showed a tendency to increase the softness of samples. The increase of the contents of ∞mbined tannin 
increased the load of extension and decreased the elongation of samples but the increase of the contents of free 

fat decreased the load of extension and increased the elongation of samples. 

2. The mulling treatment showed a tendency to increase the elongation of samples. 

3. The shape retention of the samples didn't recieve any influence from the tanning conditions but it recieved 

an influence from the heat settingω>nditions. The shape retention was raised with lengthened period of setting， 

increased moisture absorption by mulling treatment and increased temperature of setting. 

靴製造において，甲材料は縫製作業や釣込作業などで

種々な伸張応力を受けながら，靴型にはめて成形加工さ

れる。 ζの場合，伸張による損備がないこと，また，伸

張応力を緩和する性質にとみ成形性の大きいことが甲材

' 月E量化成株式会社
柿畜産製造学研究室

事事・東京農工大学硬蛋白質利用研究施設

料に喪求される。

クロム甲車の物盟的性質に大きく影響を及ぼすものは

クロム鞍製3，9，16)，再韓製1，10)及び加脂8，ll，lJ，14，1d)による

と報告されており，また，近年，短時間で良好な成形性

を得るためのヒ{トセット S)が一般イじしており，草案製条

件と製靴工程との関係は軍要と考えられるが， ζれに関

する研究はほとんど発表されていない。
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従って，本報告は，クロム甲革の伸張性に及ぼすクロ

ム草案剤，植物タンニン再草案剤及び加脂剤のそれぞれの添

加量の効果，並びにその成形性に及ぼすこれらの添加量

とヒートセット条件の影響について検討した。

実験方法

1. 試料の調製:北米産塩蔵ステアハイド (72lbs)を

既報16)の調製方法に従って，左右の半裁が2種類の異な

ったクロム合有量をもつようにクロム鞍製処理を行なっ

た。ついで，それぞれのベンド部よりFig.1に示すごと

く， 16枚の革片 (17cmx 20cm :短軸を背線に平行にとっ

た〉に切りとり，各番号ごとに4枚を1組とし Table1 

Head 

Tail 

Fig. 1. Sampling location. 

The figures show sample No. of fol1owing tables. 

Table 1. Tanning condition of samples 
ー一一一一一一ー一-一一一一一一一一-一一一一一一←一一一一一一一"一一一

Sample 
Ammmt of Amount of 

Amount of chrome vegetable 

No. tanmng retanmng fatli1uor 
agent agent 

1 12% O O 

2 12% O 6% 

3 12% 10% O 

4 12% 10% 6% 

5 28% O O 

6 28% O 6% ノ

7 28% 10% O 

8 28% 10% 6% 

に示すごとく，それぞれの処理量を2水準として，既報

16)と同様に再草案製処理及び加脂処理を行なった。

以上のようにして得られたそれぞれの試料について，

J1S K-6550 (革試験方法)により主な組成を分析した。

その結果はTable2のごとくである。

2. 伸張性の試験方法:伸張性の試験は次の通り行なっ

た。

a) 15%伸びの荷重及び7!U;荷重下の伸びは，それぞ

れFig.2に示したbの試験片を用い， J1SK・6550に定め

る引張試験機により引張曲線をグラフに描き， 15%伸ぴ

の荷重(kg)及び7kg荷重下の伸び(%)を室温状態(18

土20C，60土5%R.H.で誌験片はTable2に示す水分

をもっ〉及び吸湿処理した状態で測定し，それぞれ8個

の測定値について平均値とその標準誤差を算出した。

b)ポーノレパ{スト4.8-高さの荷重及び銀面われは，

それぞれFig.2に示した Cの詰験片を用い， J1S K・6548

(革の銀面われ試験方法)により，室温状態及びl政湿処

理した状態で測定し，それぞれ8個の測定値について平

Table 2. Analytical data of chrome upper leathers prepared in different conditions 

Sample Moisture Total ash* Cr203* Fat* Hide substan偲* Combined tannin * 

No. % % % % % % 

1 17.9 6.6 5.8 0.5 90.6 

2 16.3 6.4 5.6 6.2 86.2 

3 17.0 6.3 5.1 0.5 78.3 14.4 

4 16.4 6.2 5.0 3.7 76.2 13.9 

5 17.6 9.7 7.9 0.6 83.1 

6 16.9 9.6 7.9 5.3 81.6 

7 15.8 9.5 7.3 0.6 71.3 18.0 

8 16.7 9.6 7.0 3.5 68.8 17.0 

キ Onthe basis of dry weight. 
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Head 

， 20cm き

Tail 

Fig. 2. Position of test.pieces. 

a ; Test.Piece for chemical analysis 

b; Test.Piece for tension 

じ;Test.Piece for ball.burst 

d; Test.Piece for set 

均値とその標準誤差を算出した。

なお，ポ{ノレパ{スト 4.8-高さの荷重とは，革の表

面積を15%伸張するための荷重(勾)であり，この高さ

(糊)は次式より算出した1)。

s (%)=(h/a )2X100 

s 面積増加率

a 押し上げ前の半箆

h:押し上げ高さ

3. 1民湿処理の方法:1吸湿処盟は，試験片を温度380C.

温度100%に調整した恒温伯湿器中に30分間保持して行

なった。

この版湿処理による試験片の|汲水増加率の平均値とそ

の標準誤差の値は7.0土0.20%であった。

4. 成形性の試験方法:成形性は，それぞれFig.2に示

したdの試験片を用い， ]IS K-6546 (革の半球状可塑性

試験方法)により測定した。

なお，成形温度は80
0C及び 1400C，成形時間は5分

間及び15分間とし，蜜温状態でさらに15分間成形して，

その臨後の回復， 24時間回復後及び72時間回復後の半球

状可塑性(%)を測定した。

5. 成形性に及ぼす韓製条件並びにヒ戸トセット条件の

要因の設定と実験割付け:成形性に及ぼす韓製条件の要

因は，クロム韓剤，植物タンニン再鞍剤及び加脂剤のそ

れぞれの添加撞とし，成形性に及ぼすヒ{トセット条件

の要因は般湿処理時間，成形温度及び成形時間とした。

これらの6要因について，それぞれを高低の2水準にわ

け，直交配列2・32型に割付け， 72時間回復後の半球状可

塑性の測定値より，それぞれの要因の効果を検討した。

提験結果及び考察

1. クロム甲革の伸張性に及ぼす騒製条件の影響クロ

ム申革の伸張性に及ぼすクロム牒剤，植物タンニン再草案

剤及び加脂剤のそれぞれの添加量の影響を検討するため

に，ヨi張試験機による15%伸びの荷量及ぴ7kg荷量下の

伸びの測定結果は Table3に示し，また，ポ{ノレパ{ス

トによる4.8綱高さの荷重並びに銀面われ高さ及びその

荷重の測定結果はTabel4に示す。

a)クロム草案剤添加量の影響クロム鞍剤添加轟が伸

張性に及ぼす影響を検討するために， Table 3及びTable

4に示すそれぞれの測定値とクロム鞍剤添加畳との聞に

おける有意遣をF検定により検定した。その結果，クロ

ム牒剤添加轟12%と28%の聞で，ポ{ノレパ{スト 4.8&11

l脅さの荷重は危険率5%で有意となり，クロム草案剤添加

識を増加すると荷量は減少し，革の柔軟性を増す傾向が

Table 3. Properties on the tension of chrome upper leathers prepared in different conditions 

Control After mulling 

Load at Elongation at 
15% tension 7kg load 

Sample Load at Elo7nkgg atliooan d at 
No. 15% tension 

kg % kg % 
一一

1 5.0土0.66 27土2.4 3.8土0.35 28土2.3

ワ 2.1土0.39 39土1.7 1.5土0.29 40土2.1

3 5.5士0.80 22士2.0 5.0土0.68 23士2.2

4 3.5士0.98 31土2.8 3.4土0.25 33土2.5

5 2.9土0.39 28土1.7 2.7土0.33 29土1.7

6 2.1士0.52 32土2.7 1.4土0.34 33土3.0

7 4.1土0.52 26土3.0 3.9土0.42 27土0.7

8 3.4土0.32 28土1.0 2.4土0.18 29土1.4
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Table 4. Properties on the ball.burst of chrome upper leathers prepared in different conditions 

Control After mulling 
Sample Load at Height at Load at Load at Height at Load at 
No. 4.8mm height grain crack grain crack 4.8mm height grain crack grain crack 

kg mm kg kg mm kg 

1 10土0.6 7.8土0.27 28土1.4 7土0.6 8.5土0.26 30土2.1

2 5土0.6 9.6土0.31 39土3.7 4土0.8 10.1土0.31 42土3.5

3 9土0.6 6.7土0.36 19土1.9 7土0.6 7.4土0.59 20土2.7

4 7土0.9 7.9土0.46 29土3.7 6土0.9 8.3土0.33 27土1.3

5 5土0.4 8.4土0.22 29土3.3 4土0.6 8.9土0.27 31土4.0

6 5土0.6 8.7土0.33 36土5.7 4土0.4 9.6土0.46 43土6.0

7 8土0.6 6.4土0.34 16土1.6 7土0.4 6.8土0.12 17土1.3

8 7土0.6 7.4土0.28 19土2.2 6土1.0 7.9土0.21 22土2.4

認められる。

b)植物タンニン再草案剤添加量の影響;植物タンニン

再草案剤添加量が伸張性に及ぼす影響を検討するために，

Table 3及びTable4に示すそれぞれの測定値と植物タ

ンニン再草案剤添加量との間における有意差をF検定によ

り検定した。その結果，植物タンニン再韓剤添加量Oと

10%の間で， 7 kt}荷重下の伸ぴ及び銀面われ高さは危険

率1%で， 15%伸びの荷重及びボ{ノレパ{スト 4.8脚高

さの荷重は危険率5%で，それぞれ有意となり，クロム

革を植物タンニンで再採処理すると伸ぴを値下させ，モ

ジュラス〈一定の伸びに要する力〉を増加させて，銀面の

われやすい堅い革をつくることが明らかに認められる。

従って，クロム甲革の植物タンニン再韓処理は，製靴時

の加工性を値下させるため，植物タンニン再草案剤添加量

を少なくする必要が認められる。

c)加脂剤添加量の影響;加脂剤添加量が伸張性に及

ぼす影響を検討するために， Table 3及び Table4に示

すそれぞれの測定値と加脂剤添加量との聞における有意

差をF検定により検定した。その結果，加脂剤添加量O

と6%の聞で， 15%伸びの荷重， 7 kt}荷重下の伸び，ポ

{ノレパ{スト 4.8-高さの荷量及び銀面われ高さは危険

率1%でそれぞれ有意となり，加脂剤添加量を増加させ

ると伸びは増加し，モジュラスは偶下して，銀面のわれ

にくい柔らかい革をつくることが明らかに認められる。

従って，加脂処理は，クロム甲革の製靴時の加工性を向

上し，更に，植物タンニン再草案処理により加工性がいく

ぶん値下することを防ぐのに役だっと考えられる。

2. クロム甲革の伸張性に及ぼす吸湿処理の影響:クロ

ム甲革の伸張性に及ぼす吸湿処理の影響を検討するため

に，引張試験機による15%伸びの荷重及び7勾荷重下の

伸びを吸湿処理した状態で測定した結果はTabe13に示

し，また，ポ{ノレパ{ストによる4.8捌高さの荷重並び

に銀面われ高さ及びその荷重を吸湿処理した状態で測定

した結果はTable4に示す。

吸湿処理を行なうことで， 15%伸びの荷重及びポ~lレ

パ戸スト 4.8-1'宵さの荷重はいすれも低下する傾向が認

められる。すなわち，吸湿処理によりモジュラスは低下

し，伸びが増加する傾向が認められる。

3. クロム甲革の!高形性〈半球状可塑性)に及ぼす韓製

条件とヒ{トセット条件の影響クロム甲革の成形性に

及ぼすクロム蝶剤，植物タンニン再韓剤及び加脂剤のそ

れぞれの添加量の影響並びに吸湿処理時間，成形温度及

び成形時閣のそれぞれの影響を検討するために，半球状

可塑性を測定した結果は，それぞれの要因の水準別割付

けに従って Table5に示す。

クロム甲革の半球状ilJ塑性は，回復時間の経過に伴な

って種々な度合で低下し，回復直後の半球状可塑性の高

いものが，必ずしも成形性に優れているとは認められな

い。そのために，要因分析を Table5に示す72時間回復

後の半球状可塑性について行なった。

クロム甲革の72時間回復後の半球状可塑性に及ぼす主

効果としての要因は，吸湿処理時間，成形温度及び成形

時間の主効果が危険率1%で，それぞれ有意であり，半

球状可塑性に及ぼす吸湿処理時間の影響はFig.3に，成

形温度の影響はFig.4に，成形時間の影響はFig.5に示

す通りである。しかし，瞭製条件の要因について有意性

は認められない。クロム甲革の72時間回復後の半球状可

塑性に及ぼす交互作用としての要因は，吸湿処理時間と

成形温度との交互作用が危険率5%で有意である。

これらの結果より，吸湿処理を行なって革中の水分を

増加させると成形性は明らかに向上することが認められ

る。このことは， BUTLINl) が応力を加える前に水分を



クロム申草の伸畏性と成形性 313 

Table 5. Percentage set of chrome upper Ieathers tanned and heat-setted in different conditions 
with the dome plasticity apparatus 
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A; Amount of chrome tanning agent 
B; Amount of vegetable-retanning agent 

C; Amount of fatliquor 
D; Period of muIling 
E; Temperature of heat setting 
F; Period of heat setting 
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Fig. 3. Influence of mulling on percentage set 
with the dome plasticity apparatus. 
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。

より高い熱伝導率を示すことより，革中の水分の増加は

熱エネノレギ{の伝導を増し，革の降伏点が低下して成形

性を向上させるものと考えられる。

史に，クロム申革のヒ{トセットにおいて，成形温度

が高いほど，また成形時間が長いほど成形性は明らかに

向上することが認められる。これらのことは HOLE3)

がヒ{トセットの温度が一両いほど成形性は向上するが，

i時間の影響は比較的少ないと述べていることと相違して

いるが， HOLMES5)らはヒ{トセヅトにおいて温度と時

間とも重要であると述べていることと本実験結果は}致

する。

また，既報16)でクロム甲革の成形性はクロム合有量が

影響することを報告したが，ヒ{トセットによりクロム

甲革を成形する場合，ヒ{トセット条件の影響が著しく

大きく，本実験範囲においては鞍製条件の影響はほとん

ど認められない。

Tz 

T1 

ベ¥
¥¥¥¥  

% 

80 

40 

20 

60 
f
u
的
む
出
司
剖
巴
む

U
』
ル
《
同

72 h 

Fig. 4. Influence of temperature of heat setting 

on percentage set with the dome plas-

tIclty apparatus. 
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蝶製工程におけるクロム鞍剤，植物タンニン再鞍剤及

び加胸剤のそれぞれの添加量の相違が，靴用申材料とし

てのクロム革の伸張性に及ぼす効果，並びにクロム甲革

の成形性に及ぼすこれらの稼製条件とヒ{トセヅト条件

との影響を直交配列2・32型で，要因分析を行ない考察し

要

クロム牒剤，植物タンニン

fこ。

1. クロム甲革の伸張性は，

与えると革の成形性は向上すると述べていること，また

INGALL6)がヒ{トセットにおいて乾熱式より湿熱式が

有効であると述べていることと一致し， HOLE4)が革靴

の型状保持性は，甲革の水分が多いほど良好であると述

べていることとも一致する。すなわち，革線維は水によ

り膨潤して弾性を減少し塑性変形しやすくなるとともに

皮革の熱伝導率の研究川}こおいて，潟水分革は低水分革
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再韓剤及び加脂剤のそれぞれの添加量の影響を受けるζ

とが明らかに認められた。革中のクロム含有輔の増加は

革の柔軟性を増加し，クロム革を再韓処理するととによ

ってモジュラスは増加し，伸びは低下したが，しかし，

加脂処理することによってモジュラスは低下し，伸びは

増加した。

2. クロム甲革者吸湿処理するととによって，その伸び

は増加する傾向が認められた。

3. クロム申革の成形性に及ぼすクロム喋剤，植物タン

ニン再稼剤及び加脂剤のそれぞれの添加彊の影轡はまっ

たく認められなかったが，吸組処理により，また成形温

度とその時間が高水準の場合に商い成形性を示すことが

明らかに認められた。すなわちクロム甲革の成形性に及

ぼす有意な要因順序は成形時間，吸湿処理，成形温度，

吸湿処理と成形温度との交互作用であった。従って，型

状保持性のよい靴を製造するためには，申材料としての

クロム革の稼製条件よりも製靴工程におけるヒートセッ

ト条件がより重要であると考えられる。
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